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「人間ネットワーク」執行部会 
第 18回「人間ネットワーク」運営委員会 

 
 

第 18回「人間ネットワーク」（東京開催）のご案内 
 
謹啓、新緑の候、時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。 
また、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 
さて、私ども私立大学職員で構成する「私立大学職員人間ネットワーク」は、従来の提
供型の研修会ではなく、参加者の相互理解を深めることに重きをおき、参加者同士の意見
交換により一人一人の自己啓発を促すことを目的とした研修グループです。 
本会は、別添のとおりの設立趣旨に基づき活動を続けておりますが、会を重ねる毎に本
会の趣旨に賛同し参加いただく方が増え、本会が目指すところの、“大学職員のための情報
交換機能を有し、且つ人と人とのつながりを大切にする”という理念が拡充しつつあり、
益々「人間ネットワーク」の名にふさわしいものとなってまいりました。 
今回は、東京開催ということで、大正大学を会場校としより多くの方々と情報交換が行
なえるようにと、会場校・執行部ともども準備を進めております。 
 ２１世紀を向かえたものの、社会情勢は日々混沌としおります。故にキーワードのひと
つとして今世紀は“心の時代”とも言われており、そうした世情の中にあって、我々大学
が抱える問題も益々複雑かつ多様化し、大学の未来に向けて職員一人一人の資質が今以上
に問われることは必至となる状況となってまいりました。 
 そのような時代だからこそ“人と人とのつながり”を大切にし、より多くの方々の英知
を結集し問題解決への手がかりとなる場が必要であると考えます。 
 何卒本会の趣旨をご理解いただき、本会への参加は大学職員としての資質向上の場であ
ると位置付けて、職員研修の一環に取り入れて頂ければ幸いです。 
 開催要項は別紙のとおりですので、ご多忙のこととは存じますが、万障お繰り合わせの
うえ、多数のご参会をお待ちしておりますとともに、貴学が益々発展されますようご祈念
申し上げます。 
  

謹白 
 

 
 
 
 
 
 
 



 
【「【「【「【「私立大学職員私立大学職員私立大学職員私立大学職員    人間人間人間人間ネットワークネットワークネットワークネットワーク」」」」のののの概要概要概要概要】】】】    
【設立趣旨】 
西暦２００７年、統計上日本の大学においては大きな波紋を呼ぶ全入時代（大学総定員と１８歳進学人口

がイーコールとなる）に突入する。そこで、これからの私立大学のあり方を模索する中で、大学を構成する

一員としての事務職員も、日本の大学における激動の時代に対してどのように理解し対処すべきかを個々が

帰属する大学内だけで考えるのではなく、言いかえれば従来の“本学”意識から脱却して、各私立大学職員

の相互理解相互理解相互理解相互理解を深めることが不可欠であると考える。故に、各私立大学職員同士各私立大学職員同士各私立大学職員同士各私立大学職員同士がががが今今今今までまでまでまで以上以上以上以上にににに自由自由自由自由にににに、、、、そしそしそしそし

てててて活発活発活発活発なななな意見交換意見交換意見交換意見交換ができうるができうるができうるができうる環境環境環境環境がががが必要必要必要必要である。 
したがって、私ども私立大学職員で構成する「私立大学職員人間ネットワーク」は、従来の情報提供型の

研修会ではなく、参加者の相互理解を深めることに重きをおき、参加者同士の意見交換により一人一人の自

己啓発を促すことを目的とした研修グループを目指すものである。毎回取り上げるテーマに関して種々意見

交換を行えば行うほど、２１世紀に向けて我々私立大学が抱える問題が複雑かつ多様化してきていることを

痛感するばかりである。であるが故に、もう個々の大学における教員組織だけで直面する問題に対して思考

し解決していくという状況ではなく、日本の私立大学が大学間の垣根を越え真剣に議論し、協力し合う時代

の到来であると考えた時、職員は職員の立場で“大学職員”による“大学職員のため”の情報ネットワーク

が必要であり、そのために「私立大学職員人間ネットワーク」の活動が不可欠であると痛切に感じるのであ

る。したがって、より多くの大学職員の方々にお集まりいただき、共に英知を出し合いながら問題解決への

手がかりとなればと考える。私ども「私立大学職員人間ネットワーク」は、私立大学が健全に共生できるた

めの大学職員による活発な意見交換の場と成りうることを目指し、より多くの志を同じくする大学職員の

方々にお集まりいただきたいと切に考える。 
 
【活動経歴】 

 開催地 開催日 幹事校 主な討議テーマ 

第１回 愛 知 県 平成 10年 12月  ２１世紀に向けての私立大学職員ネットワークの
あり方について 

第２回 東 京 都 平成 11年 6月 日 本 大 学 理 工 学 部 履修登録システムの事例報告 

第３回 京 都 府 平成 11年 12月 龍谷大学・京都外国語大学 ＦＤ活動についての現状報告 

第４回 福 岡 県 平成 12年 7月 西 南 学 院 大 学 病める学生達の心身ケアーについて 

第５回 神 奈 川 県 平成 12年 12月 神 奈 川 大 学 「著作権」についての理解 

第６回 兵 庫 県 平成 13年 6月 甲 子 園 大 学 「大学事務の情報化」 

第７回 静 岡 県 平成 13年 12月 東 海 大 学 海 洋 学 部 「学生支援」をテーマに多角的に検証 

第８回 愛 知 県 平成 14年 6月 金 城 学 院 大 学 今後の学籍のあり方とは 

第９回 東 京 都 平成 14年 12月 明 星 大 学 入学前提教育の諸検討 

第 10回 京 都 府 平成 15年 6月 佛 教 大 学 これからの大学職員像とは 

第 11回 東 京 都 平成 15年 12月 大 東 文 化 大 学 学生のキャリア形成について 

第 12回 岡 山 県 平成 16年 6月 ノートルダム清心女子大学 学生のキャリア形成について（続） 

第 13回 東 京 都 平成 16年 12月 桜 美 林 大 学 大学職員としての問題解決について 

第 14回 熊 本 県 平成 17年 6月 熊 本 学 園 大 学 個人情報保護法への対応について 

第 15回 大 阪 府 平成 17年 12月 大 阪 工 業 大 学 高大連携の現状と課題 

第 16回 新 潟 県 平成 18年 6月 新 潟 国 際 情 報 大 学 地域の中の大学 

第 17回 福 岡 県 平成 18年 12月 九 州 産 業 大 学 これからの大学職員像を考える 

 



第第第第 11118888回回回回「「「「人間人間人間人間ネットワークネットワークネットワークネットワーク」（」（」（」（東京開催東京開催東京開催東京開催））））開催要項開催要項開催要項開催要項    
    
－会場校（大学）ご挨拶－ 
会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。   
さて、第 18 回（東京開催）は、私ども大正大学が会場校を務めさせて頂くこととなりました。
メインテーマは「高等教育のデザインと大学人の役割」です。研修を通じて、“事務職員から大学

人へ”転化する必要性を体感して頂きたいと思います。業務繁多の時期とは存じますが、多数のご

参加をお待ちしております。 
 
１１１１．．．．開催日程開催日程開催日程開催日程    平成平成平成平成 19191919年年年年 6666月月月月 23232323日日日日（（（（土土土土））））    

12:30～13:00 キャンパスツアーキャンパスツアーキャンパスツアーキャンパスツアー（希望者のみ） 
※参加される方は、１号館 2階大会議室前にお集まりください。 

13:00～13:30 受受受受    付付付付（1号館 2階） 

13:30～18:10 

 

第第第第 1111部部部部《《《《研修会研修会研修会研修会》》》》    メインテーマメインテーマメインテーマメインテーマ：『：『：『：『高等教育高等教育高等教育高等教育ののののデザインデザインデザインデザインとととと大学人大学人大学人大学人のののの役割役割役割役割』』』』    
13:30～13:40 開会開会開会開会・・・・ああああいさついさついさついさつ （10分） 
13:40～15:00 基調講演基調講演基調講演基調講演 （80分） 

「大学教育の改革課題と職員の役割 
－教職員の協働による教学支援を目指して－」 

講師：寺﨑昌男先生 
キーワード：大学人、学生、サービス、役割、改革、カリキュラム、

初年次、地域貢献、SD＆FD 
15:00～15:30 質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答 （30分） 
15:30～15:45 （休 憩） （15分） 
15:45～17:15 テーマテーマテーマテーマ別別別別グループグループグループグループ討議討議討議討議 （90分） 

①変化する学生にどう対応するか 
②職員から提案する大学改革 
③学修支援と教職員の役割 

17:15～17:30 （休 憩） （15分） 
17:30～18:10 討議結果討議結果討議結果討議結果のののの発表発表発表発表・・・・総括総括総括総括 （40分） 
 

18:10～18:30 会場移動会場移動会場移動会場移動・・・・休憩休憩休憩休憩    
18:30～20:30 第第第第 2222部部部部《《《《懇親会懇親会懇親会懇親会》》》》（2号館 8階同窓会ホール） 

 
◇ 寺﨑昌男先生略歴 

    
    
    
    
    
    
２２２２．会会会会        場場場場 大正大学巣鴨校舎大正大学巣鴨校舎大正大学巣鴨校舎大正大学巣鴨校舎 1111号館号館号館号館 2222階大会議室階大会議室階大会議室階大会議室（正門を入ってすぐ右側の建物 2階です） 

○所在地 東京都豊島区西巣鴨 3-20-1  
○電 話 03-5394-3025(企画広報課直通) 

３３３３．参 加 費参 加 費参 加 費参 加 費                    （当日受付で徴収します） 

第 1部《研修会》 ○会  員 ･････････ 無 料（※） 
○一般参加（会員以外）1,500円 

第 2部《懇親会》 ○会員、一般参加とも 6,000円  

※ 17 年度より会員制を導入しています。本会の趣旨に賛同し、継続して参加を希望される方は、
ぜひ本会へご入会ください。入会を希望される方は「入会手続き要項」をご請求ください。 

立教学院本部調査役・同大学総長室調査役・財団法人中央教育研究所理事長・東京大学・桜美林大学名誉教
授。前・日本教育学会会長、大学教育学会会長、日本学術会議連携会員。 
1932 年福岡県に生まれる。1964 年東京大学大学院教育学研究科修了。教育学博士。財団法人野間研究所所
員、立教大学文学部・東京大学教育学部・立教大学学校社会教育講座・桜美林大学大学院の各教授、同大学
大学教育研究所所長、東京大学在職時に附属中・高校長、教育学部長、立教大学在職時に全学共通カリキュ
ラム運営センター部長を歴任。 

『大学は歴史の思想で変わる－FD・評価・私学』著者紹介より



    
４４４４．．．．宿泊場所宿泊場所宿泊場所宿泊場所【希望者のみ】 

＜＜＜＜鴨川鴨川鴨川鴨川インインインイン巣鴨巣鴨巣鴨巣鴨＞＞＞＞ 

○所在地：〒170－0002豊島区巣鴨 2－4－7   http://www.kgh.ne.jp/17/ 
○電 話：03－5567－1001 
○宿泊費：6,300円（税込・軽朝食付き） 
＊ 宿泊の希望については、参加申込書にご記入ください。 
＊ 宿泊のお問合せは事務局（下山）までお願いします。 
＊ 宿泊数 30を確保していますが、定数に達した場合はご容赦ください。 
 
 

５５５５．．．．申込方法申込方法申込方法申込方法  参加ご希望の方は「参加申込書」（エクセルファイル）を、E メール添付にてお
送りください。参加費は当日受付で徴収します。 

 
◆◆◆◆第第第第 11118888回人間回人間回人間回人間ネットワークネットワークネットワークネットワーク参加申込書参加申込書参加申込書参加申込書（（（（Microsoft EMicrosoft EMicrosoft EMicrosoft Excel xcel xcel xcel ファイルファイルファイルファイル））））    

 
申込申込申込申込みみみみ〆〆〆〆切切切切（宿泊の手配の要・不要で〆切りを設定しています。）    

    ①①①①    ＜＜＜＜鴨川鴨川鴨川鴨川インインインイン巣鴨巣鴨巣鴨巣鴨＞＞＞＞にににに宿泊希望宿泊希望宿泊希望宿泊希望のののの方方方方    5555月月月月 21212121日日日日（（（（月月月月））））    
★期日以降にお送りいただいた場合、宿泊の手配ができかねますので、ご留意ください。 
 

    ②②②②    宿泊不要宿泊不要宿泊不要宿泊不要のののの方方方方、、、、ごごごご自身自身自身自身でででで確保確保確保確保されるされるされるされる方方方方    6666月月月月 8888日日日日（（（（金金金金）））） 
 

連絡先 私立大学職員「人間ネットワーク」事務局（大阪樟蔭女子大学小阪キャンパス内）

     下山 貴宏 （学生支援課勤務） 
〒577-8550 東大阪市菱屋西４－２－２６ 
Tel 06-6723-8181 Fax 06-6723-8348 

   E-mail：shimoyama.takahiro@osakashimoyama.takahiro@osakashimoyama.takahiro@osakashimoyama.takahiro@osaka----shoin.ac.jpshoin.ac.jpshoin.ac.jpshoin.ac.jp 
    
    
６６６６．．．．テーマテーマテーマテーマ別別別別グループグループグループグループ討議討議討議討議についてについてについてについて（（（（おおおお願願願願いいいい））））    

１グループ６～７人を目安にグループを設定し、選択したテーマについて討議をしていただきま

す。研修を有意義なものとするため、事前に次のことをお願いします。 
（１）グループ討議のテーマを選択して下さい。（参加申込書にご記入ください） 

◆テーマ◆ 

①変化する学生にどう対応するか 
②職員から提案する大学改革 
③学修支援と教職員の役割 

 
（２）グループ討議参加にあたって 

グループ討議は、単なる所属大学の事例紹介ではなく、参加者自身の考えを発表し、意見
交換し、参加者同士が刺激を与え合う場にしたいと思っています。  
参加にあたっては、お選びいただいた討議テーマについてご自身の考えをまとめておいて
ください。その際、基調講演のキーワードである「大学人、学生、サービス、役割、改革、
カリキュラム、初年次、地域貢献、SD＆FD」を参考にして考えを整理してみてください。 

http://www.kgh.ne.jp/17/
http://www.shidai-hitonet.jp/doc/18.xls


 
【【【【大正大学大正大学大正大学大正大学までのまでのまでのまでのアクセスアクセスアクセスアクセス】】】】            

 

所在地所在地所在地所在地  〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨 3-20-1 TEL03-5394-3025（企画広報課直通） 
http://www.tais.ac.jp/access/index.html 

交交交交    通通通通 都営三田線西巣鴨駅／徒歩 2分、JR埼京線板橋駅／徒歩 10分、都電荒川線庚申塚電停／徒歩 7分 
    池袋駅東口から「浅草雷門行き」又は「とげぬき地蔵行き」都バス 堀割バス停／徒歩 2分 
＜＜＜＜東京駅東京駅東京駅東京駅かかかからららら（（（（約約約約 30303030分分分分））））＞＞＞＞    
東京駅（山手線内回り）－巣鴨（都営三田線乗換）－西巣鴨 
＜＜＜＜羽田羽田羽田羽田空港空港空港空港からからからから（（（（約約約約 60606060分分分分））））＞＞＞＞    
①羽田空港（東京モノレール）－浜松町（山手線内回り乗換）－巣鴨（都営三田線乗換）－西巣鴨 
②羽田空港（京浜急行・都営浅草線直通エアポート快特）－三田（都営三田線乗換）－西巣鴨 
＜＜＜＜ちょっとおちょっとおちょっとおちょっとお時間時間時間時間のあるのあるのあるのある方方方方へへへへ＞＞＞＞    
“おばあちゃんの原宿”巣鴨は、とげぬき地蔵で全国的に有名ですが、大塚・小石川を含めた庚申塚地域

と呼ばれる一帯は、名所・旧跡が多い地域でもあります。お時間がある方は、23 日にご来校される際、JR
巣鴨駅から旧中山道を歩きながら本学まで徒歩でいらっしゃると良いかも知れません。普通に歩けば 20 分
(約 2km)くらいの距離です。（都内唯一のチンチン電車、都電荒川線の庚申塚駅は巣鴨駅と大学の中間にあり
ます） 

 
 
【【【【第第第第 18181818回東京開催回東京開催回東京開催回東京開催オプショナルツアーオプショナルツアーオプショナルツアーオプショナルツアー】】】】    
日日日日    程程程程 平成 19年 6月 24日（日） 
    「下町浅草と隅田川下り」 6,000円／1人（昼食代含む・飲み物代別） 
旅旅旅旅    程程程程 09:40巣鴨駅前ロータリー集合（時間厳守） 
    10:00出発－10:40浅草観音と仲見世（散策）・昼食（ゴロゴロ会館）－12:30水上バス乗り場

（12:40発の水上バスへご乗船）～日の出桟橋 13:40－14:10東京駅八重洲口－（首都高速）－ 
15:00羽田空港（第 1・第 2ターミナル）・解散 

※※※※必必必必ずずずず研修会参加申研修会参加申研修会参加申研修会参加申しししし込込込込みみみみ時時時時とととと同時同時同時同時におにおにおにお申申申申しししし込込込込みみみみ下下下下さいさいさいさい。。。。参加費参加費参加費参加費はははは当日徴収当日徴収当日徴収当日徴収しますしますしますします。。。。    
※※※※旅程旅程旅程旅程はははは予定予定予定予定ですですですです。。。。都合都合都合都合によりによりによりにより変更変更変更変更となるとなるとなるとなる場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。またまたまたまた、、、、交通事情交通事情交通事情交通事情によりによりによりによりスケジュールスケジュールスケジュールスケジュールがががが遅遅遅遅れれれれ

るるるる場合場合場合場合がありますのでがありますのでがありますのでがありますので、、、、新幹線新幹線新幹線新幹線・・・・飛行機飛行機飛行機飛行機をごをごをごをご利用利用利用利用のののの方方方方はごはごはごはご注意下注意下注意下注意下さいさいさいさい。。。。    

http://www.tais.ac.jp/access/index.html

